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 大学職員のグローバル化

分科会Ｃ：留学生の受入れを考える

～留学生の多様化に伴う生活支援のあり方～

京都大学研究国際部留学生課長

石野
 

隆志



2

大学（学校）側からみた場合の、一般学生と
 外国人留学生との取り扱いの違い

• 外国人留学生を受け入れる際、大学（学校）は、「出入国管理及び難民認定法」

 に定める『身元保証人』の役割を果たすことが求められている。

• トラブルが起きたときなど、大学（学校）側が保護者的な役割を果たすことを、社

 会から強く求められるという実態がある。

• 大学（学校）側が、外国人留学生に対して行う相談対応は、一般学生と同じ相談

 に加えて、私生活に関するさまざまな援助行為が必要となる。

（例）

 
①経済的なこと・・・生活費のやり繰り、アルバイトの際の身元保証人

②問題行動への対応・・・不法行為の際の身元引受人、関係者への謝罪、

本人に対する保護監察・指導

③病気の際の支援・・・手術・入院などの身元保証人、受診補助（通訳等）

④私生活全般の補助・・・アパートの連帯保証、子供の保育・就学等、

他人とのトラブルの仲裁役、調停役

※詳細については、『留学交流』2005.10への掲載記事参照のこと
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『留学交流』への掲載記事で触れていない事例

 事例１
 

留学生が加害者となった自転車の事故－１

対応に苦慮した点
・

 

当事者同士が交通事故の処理に関する

 知識がなく、もめてしまう。

・

 

法的な判断が、自動車事故の判例を参考

 としてなされているため、実情との間で違

 和感がある。

（当事者に、素直に受け容れられない。）

・

 

任意に専門の保険に加入していないと、

 事故処理の専門家の手を借りられない。

・

 

学生に対し、保険への加入を徹底するの

 が困難。

示談書の作成例



4

『留学交流』への掲載記事で触れていない事例

 事例１
 

留学生が加害者となった自転車の事故－２

留学生に保険加入を薦めることを計画しているが、加入を義務づ

 けられるような、よい方策がなく、加入を進められていない。
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『留学交流』への掲載記事で触れていない事例

 事例１
 

留学生が加害者となった自転車の事故－３

補償内容はこのようになっており、自転車事故の示談交渉

 サービスも受けることが可能
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『留学交流』への掲載記事で触れていない事例

 事例２
 

留学生のアパート家賃滞納・無断帰国－１

• 留学生が卒業、退学などにより学

 生の身分ではなくなったとか、帰国し

 たという情報が、連帯保証人やアパー

 トを貸している側には届きにくいのが

 現状

• 写真は、留学生が大学卒業後も半

 年間、そのままアパートに住み続け、

 連帯保証人や不動産業者に何の連

 絡もせずに帰国してしまったアパート

 の模様である。

• こうした事例は

 
『留学生住宅総合

 補償』による補償の期間を過ぎてし

 まっているため、不在であることが発

 覚するまでの家賃や家財道具の撤去

 などで、連帯保証人は大きな損害を

 被ることとなった。
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『留学交流』への掲載記事で触れていない事例

 事例２
 

留学生のアパート家賃滞納・無断帰国－２

• 保険が効かない間に、水漏れ事故や火

 災などを起こされた場合には、大変な負担

 が連帯保証人に掛かってくることとなる。

• 個人、組織いずれの場合でも、連帯保証

 を引き受けている留学生が学生ではなく

 なったという情報が、連帯保証人に速やか

 に届くようにしておくことが、非常に重要で

 ある。
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大
学
の
事
務
組
織
L
よ
る
留
字
生
相
談

な
ぜ
、
学
生
相
談
を
行
う
の
か

一
九
九
九
年
に
文
部
省
(
当
時
)
が
行
っ
た
学
生

に
関
す
る
統
計
調
査
結
果
に
ょ
れ
ぱ
、
日
本
国
内
の

大
学
の
九
0
%
以
上
の
大
学
で
、
学
生
相
談
を
行
う

機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
学
生

相
談
を
行
う
組
織
の
設
置
は
、
大
学
を
設
置
・
運
営

す
る
う
え
で
、
例
え
ぱ
医
務
室
の
よ
う
な
必
須
の
条

件
で
は
な
い
が
、
学
生
生
活
に
伴
っ
て
生
じ
る
悩
み

事
や
心
配
事
に
対
し
て
相
談
に
応
じ
る
こ
と
で
、
よ

り
良
い
学
生
生
活
の
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
で
学
生

の
学
業
継
続
を
支
援
す
る
と
い
う
、
大
学
の
姿
勢
の

現
れ
で
は
な
い
か
と
思
、
つ
。

る
学
生
と
い
う
点
で
は
何
ら
変
わ
り
は
な
い
が
、
大

学
(
学
校
)
側
と
の
関
係
で
、
一
般
学
生
と
は
大
き

く
異
な
る
点
が
あ
る
。
以
下
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て

の
説
明
で
あ
る
。

外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
は
、
「
出
入
国
管
理
及

び
難
民
認
定
法
」
の
規
定
に
倣
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

平
成
八
年
に
同
法
が
改
定
さ
れ
、
本
稿
に
関
係

゛
、
、

力す
る
在
留
資
格
の
う
ち
で
は
「
留
学
」
「
就
学
」
「
家

族
滞
在
」
の
在
留
資
格
で
日
本
に
滞
在
す
る
外
国
人

が
、
在
留
申
請
に
当
た
っ
て
「
身
元
保
証
人
」
を
立

て
る
こ
と
は
不
要
と
さ
れ
た

法
律
の
解
説
書
に
ょ
れ
ぱ
、
こ
の
身
元
保
証
人
が

保
証
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
内
容
は
、

1
日
本
で
の
滞
在
費
②
帰
国
す
る
た
め
の
費
用
、

黒
在
中
、
日
本
の
法
令
を
{
寸
る
こ
と

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
人
物
は
、
日
本
滞
在
に
当
た
っ
て
、
経
済
的

な
裏
づ
け
が
し
つ
か
り
と
し
て
お
り
、
目
的
を
済
ま

せ
た
後
の
帰
国
費
用
に
つ
い
て
も
心
配
は
な
く
、
滞

在
中
は
日
本
の
法
令
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で

外
国
人
留
学
生
を
受
け
入
れ
て

い
る
大
学
(
学
校
)
側
の
責
任

外
国
人
留
学
生
も
そ
れ
以
外
の
一
般
学
生
(
大
部

分
は
日
本
人
学
生
)
も
、
大
学
傘
越
に
在
籍
す

き
る
善
良
な
人
物
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
。
仮
に

こ
の
人
物
が
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
せ
な
く
な
っ

た
場
合
に
は
、
身
元
保
証
人
と
し
て
助
力
す
る
こ
と

を
約
束
す
る
、
と
い
、
つ
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
責
任
は
、
借
金
や
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
と
き
に
必

要
に
な
る
連
帯
保
証
人
の
よ
う
に
、
法
的
に
債
務
を

代
行
す
る
責
任
を
負
う
も
の
と
は
違
い
、
あ
く
ま
で

道
義
的
な
責
任
に
留
ま
る
と
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。

参
斈
で
に
、
改
正
の
主
な
理
由
と
し
て
は
、
高

額
な
斡
旋
料
を
と
っ
て
身
元
保
証
人
の
斡
旋
を
行
う

悪
質
な
名
義
貸
し
を
行
う
プ
ロ
ー
カ
ー
が
暗
躍
し
、

そ
う
い
っ
た
状
況
が
犯
罪
を
生
む
温
床
と
な
っ
て
い

る
実
態
が
あ
る
の
で
、
犯
罪
抑
止
の
観
点
か
ら
と
い

う
こ
と
と
、
留
学
生
・
就
学
生
に
つ
い
て
は
、
受
け

入
れ
る
大
学
や
学
校
が
身
元
保
証
人
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
と
い
、
つ
よ
う
な
こ
と

だ
っ
た
と
、
不
確
か
な
が
ら
記
憶
し
て
い
る
。

つ
ま
り
は
、
大
学
(
学
校
)
は
、
外
国
人
留
学
生

の
受
入
れ
期
間
中
、
本
人
お
よ
び
家
族
が
日
本
で
き

ち
ん
と
し
た
滞
在
生
活
を
送
る
よ
う
、
学
生
生
活
の

静
岡
大
学
学
務
部
留
学
生
課
長
石
野
隆
士
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.......貿.学生の.相.談体制1こ之夕>:<',考、え.;委,..,.,........、.、....................................................................

学生ぴ留学生の相談体

対応する部署(者)

身体的な健康面も含めた組織

心理面に特化した組織

C 学生生活全般忙関する部門

d 国際交流・留学生を担当する部門

e 担当事務組織

f 留学生の受入れを担当する教員

呂留学生の

崇a~C梱ヘの記載に当たっては、「大学における学生生活の充実方策について(報告)」
(大学における学生生恬の充実に関する調査研究協力者会議答申:2000年6月)より引用

表2 学生およぴ留学生ヘの相談内容

学生からの相談内容 留学生関係で左の欄に追加するもの

談

日休学、退学、転学部・学科、単位

取得、留学など

生活費、帰国旅費、アルバイト経済的問題
b が

奨学金、学費、住居に関する相談

C 精神・心理的な悩みに関する相談 問題行動などへの対応

手術、入院などの際の身元保証d 身体的な健康に関する相談

e 就職や進路に関する相談

サークルやボランティアなど、正

課外活動に関する相談

セクシャル・ハラスメントに関す
尽

る相談

組織名の例示

保健管理センター、健康相談室など

学生相談室、学生相談センター、心理相

談室、カウンセリングセンターなど

学生センター、学生生活センターなど

留学生センター、国際交流センターなど

留学生課、国際交流課など

留学交流 2ω5.1019

臼本での生活全般に関する相談

h アパートの連帯保証、子供の保育施

設や学校、他人とのトラプル

※左側の欄ヘの記載に当たっては、「大学における学生生活の充実方策について(報告)」
(大学における学生生活の充実に蘭する調査研究協力者会餓答申 t20卯年6月)より引用

ほ
か
生
活
全
般
に
わ
た
る
範
囲
ま
で
、
道
義
的
に
で

は
あ
る
が
、
監
督
責
任
を
も
た
さ
れ
て
い
る
た
め
、

何
か
の
と
き
に
は
債
務
を
直
ち
に
肩
代
わ
り
、
と
は

な
ら
な
い
ま
で
も
、
保
響
的
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
、
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
相
談
を
受
け
る
際
に
も
大
き
く
影
響
し
、
外
国

人
留
学
生
の
相
談
に
対
し
て
は
、
よ
り
広
い
範
囲
を

カ
バ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

外
国
人
里
と
一
里
の
違
い

外
国
人
留
学
生
と
一
般
学
生
と
の
相
談
の
違
い
に

つ
い
て
、
表
1
 
・
 
2
を
作
成
し
て
み
た
の
で
、
参
照

い
た
だ
き
た
い
。
基
本
と
な
る
情
報
源
に
つ
い
て
は
、

少
し
前
の
資
料
で
あ
る
が
、
文
部
科
学
省
に
ょ
る

「
大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
充
実
方
策
に
つ
い
て

(
報
告
)
」
(
大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
充
実
に
関

す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
答
申
一
一
石
0
0
年
六

月
)
と
い
う
資
料
の
学
生
相
談
に
関
す
る
記
述
を
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

表
1
は
、
大
学
(
学
校
)
側
が
構
築
し
て
い
る
相

談
体
制
に
つ
い
て
の
比
較
で
あ
る
。
 
a
s
 
C
の
よ
う

に
、
全
学
生
を
対
象
と
し
た
相
談
体
制
に
加
え
、
 
d

S
g
の
よ
う
に
留
学
生
用
の
組
織
(
担
当
者
)
が
整

備
さ
れ
て
い
る
と
い
、
つ
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
来
日

し
て
問
も
な
い
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
言
葉
の
問
題

が
障
壁
と
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
対
応
に
当
た
る

大
学
(
学
校
)
側
と
し
て
は
、
状
況
が
許
す
範
囲
内

で
留
学
生
用
の
相
談
窓
口
を
設
け
て
外
国
人
留
学
生

か
ら
の
相
談
に
対
応
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
多
く

の
大
学
傘
校
)
の
状
況
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

参
孝
で
に
、
我
が
静
岡
大
学
に
お
い
て
も
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
る
が
、

留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
英
語
で

の
対
応
が
可
能
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
招
き
「
留
学
生

相
談
室
」
を
開
設
し
て
い
る
。

表
2
は
、
大
学
(
学
校
)
側
に
対
し
て
、
寄
せ
ら

れ
る
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
比
較
で
あ
る
。
表
の
左

側
の
欄
a
s
 
g
の
よ
う
に
学
生
全
般
に
共
通
し
た
相

獣
肇
項
に
加
え
、
表
の
右
の
欄
6
、
h
の
よ
う
な
事

柄
ヘ
の
対
応
が
、
外
国
人
留
学
生
に
対
し
て
は
、
現

実
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
た
も
の
で

あ
る
。
留
学
生
も
日
本
人
学
生
と
同
様
な
悩
み
事
、

心
配
事
に
遭
遇
す
る
が
、
加
え
て
留
学
生
な
ら
で
は

白
b

,
c
 
d



の
問
題
も
あ
る
と
い
、
つ
こ
と
で
あ
る
。

留
学
生
は
外
国
人
と
い
う
立
場
上
、
日
本
国
内
で

は
経
済
的
な
面
や
身
分
保
障
の
面
で
の
生
活
基
盤
が

脆
弱
で
あ
る
。
加
え
て
、
日
本
の
社
会
制
度
に
関
し

て
も
っ
て
い
る
情
報
が
少
な
い
、
信
頼
で
き
る
相
談

相
手
が
身
近
に
い
な
い
(
母
国
の
肉
親
も
、
日
本
で

の
留
学
生
活
に
関
し
て
は
、
有
効
な
援
助
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
こ
と
は
多
く
の
場
合
難
し
い
)
な
ど
の

不
利
な
条
件
も
あ
る
た
め
、
大
学
傘
校
)
が
行
う

留
学
生
相
談
に
は
、
こ
う
し
た
こ
と
へ
の
実
質
的
な

対
応
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
学
(
学
校
)
の
事
務
組
織
に
よ
る

留
学
生
か
ら
の
相
談
ヘ
の
対
応

あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
経
費
的
な
計
画
が
甘
か

つ
た
り
、
留
学
開
始
後
に
予
期
せ
ぬ
災
難
に
見
舞
わ

れ
た
り
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
金
銭
的
な
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
中
に
は
本
当
に
気
の
毒
な
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
こ
う
し
た
留
学
生
を
援
助
す
る
た
め
に
、

有
志
に
呼
び
か
け
て
募
金
を
募
り
、
少
額
な
範
囲
で

貸
し
付
け
る
と
い
う
活
動
が
、
大
学
の
種
会
や
関

係
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
例
も
あ
る
。

表
2
の
右
の
欄
に
示
し
た
事
柄
の
多
く
は
、
事
務

担
当
部
署
が
関
与
し
て
解
決
す
る
こ
と
が
多
い
今

回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は
留
学
生
か
ら
の
相
談
と
、
そ

れ
に
対
す
る
指
導
助
言
が
テ
ー
マ
の
中
心
で
あ
る
と

思
、
つ
が
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

教
職
員
が
実
質
的
に
行
動
し
て
歩
き
ま
わ
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
の
で
、
以
下
に
そ
う
し
た
事
例
を
い
く

つ
か
紹
介
す
る
。

,
b
に
つ
い
て

経
済
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
学
生

自
身
の
「
自
己
責
任
」
に
帰
す
る
問
題
で
あ
り
、
大

学
又
子
校
)
側
に
で
き
る
こ
と
は
、
奨
学
制
度
や
ア
ル

バ
イ
ト
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
く
ら
い
で

,
C
に
つ
い
て

大
学
傘
雌
側
に
、
留
学
生
に
ょ
る
問
題
行
動

に
対
す
る
訴
え
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
た
び
た
び
起

き
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
本
人
お
よ
び
関

係
者
を
呼
ん
で
説
明
を
聴
く
、
こ
ち
ら
か
ら
事
情
聴

取
に
出
向
く
な
ど
し
て
状
況
の
確
認
を
行
い
、
大
学

又
子
校
)
側
の
関
係
者
に
ょ
る
相
談
を
経
て
、
本
人

へ
の
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
再
発
を
防
止
す
る
手

段
が
取
れ
な
い
か
検
討
を
行
う
、
と
い
っ
た
対
応
が

基
本
的
な
方
法
と
な
り
、
状
況
に
応
じ
て
器
物
の
損

壊
な
ど
が
あ
れ
ば
弁
償
、
単
な
る
喧
嘩
で
あ
れ
ぱ
仲

裁
、
も
っ
と
複
雑
な
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
れ
ば
調
停
、
何

ら
か
の
被
害
が
他
に
及
ん
で
い
れ
ば
、
関
係
方
面
ヘ

の
謝
罪
な
ど
に
ょ
り
問
題
解
決
ヘ
の
道
を
探
る
こ
と

に
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
へ
の
対
応
に
、
ま
だ
慣
れ

な
い
う
ち
は
、
迷
盛
打
為
を
し
た
者
を
懲
ら
し
め
て

や
ろ
う
、
処
罰
し
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
強
か

つ
た
が
、
何
人
か
の
留
学
生
か
ら
事
情
を
聴
い
た
り

し
て
い
る
う
ち
、
問
題
行
動
の
原
因
は
、
本
人
の
資

質
に
ょ
る
も
の
も
あ
る
が
、
溜
め
込
ん
で
い
た
ス
ト

レ
ス
が
、
た
と
え
ぱ
飲
酒
し
て
大
暴
れ
し
て
し
ま
う

と
か
、
万
引
き
を
す
る
、
施
設
を
損
壊
す
る
、
な
ど

の
思
わ
ぬ
形
で
噴
出
し
て
い
る
こ
と
が
以
外
に
多
い

こ
と
に
気
づ
い
た
。
間
題
行
動
に
対
処
す
る
際
は
、

本
人
に
反
省
を
促
す
こ
と
も
重
要
だ
が
、
同
時
に
、

問
題
行
動
が
ス
ト
レ
ス
の
サ
イ
ン
で
あ
る
可
能
性
に

も
注
意
し
、
状
況
に
応
じ
て
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
方
向

で
の
ヌ
寸
反
予
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

,
d
に
つ
い
て

留
学
生
が
病
気
で
病
院
に
か
か
っ
た
り
し
た
際

に
、
病
院
か
ら
大
学
(
学
校
)
側
に
も
何
ら
か
の
対

応
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

緊
急
に
入
院
、
緊
急
に
手
術
と
い
う
場
合
の
例
で

あ
る
が
、
こ
う
し
た
場
合
に
大
学
(
学
校
)
関
係
者

が
病
院
に
呼
ぱ
れ
、
医
師
か
ら
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
を
受
け
る
、
手
術
ヘ
の
同
意
・
立
ち
会
い
を
求

め
ら
れ
る
と
い
う
場
合
が
あ
る
。
私
が
経
験
し
た
例

で
は
、
手
術
の
前
に
「
可
能
な
ら
ぱ
、
本
国
の
両
親

に
連
絡
を
取
り
、
過
去
の
病
歴
持
病
・
ア
レ
ル
ギ

1
症
状
の
有
無
な
ど
確
認
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
請

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
は
、
幸
い
、
出

身
国
が
同
じ
患
者
の
友
人
が
付
き
添
い
に
来
て
い
た

た
め
、
そ
の
方
に
電
話
を
頼
む
こ
と
が
で
き
た
が
、

そ
、
つ
し
た
人
物
が
い
な
い
場
△
口
に
は
ど
、
つ
し
よ
、
つ
も

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

休
日
に
留
学
生
が
急
病
で
入
院
し
、
指
導
教
員
や

事
務
職
員
が
対
応
し
た
事
例
も
あ
る
。
留
学
生
に
、
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大
学
(
学
校
)
の
窓
口
が
閉
ま
っ
て
い
る
と
き
に
緊

急
事
態
に
陥
っ
た
ら
、
大
学
(
学
校
)
の
ど
こ
へ

(
誰
に
)
連
絡
す
れ
ば
よ
い
か
を
示
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

留
学
生
の
病
気
に
関
す
る
対
応
を
し
て
い
て
、
い

つ
も
心
配
に
な
る
の
が
医
療
費
の
支
払
い
で
あ
る
。

留
学
生
の
中
に
は
国
民
健
康
倭
に
加
入
し
て
い
て

も
、
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
者
が
少
な
く
な
い

保
険
料
を
常
し
て
い
る
と
、
診
療
の
際
に
医
療
保

険
が
適
用
さ
れ
な
い
の
で
、
高
額
な
医
療
費
を
払
う

か
、
ま
た
は
先
に
滞
納
し
て
い
る
保
険
料
を
払
っ
て

か
ら
診
療
を
受
け
る
か
と
い
う
状
況
も
実
際
に
生
じ

て
い
る
。
参
で
に
、
こ
う
し
た
場
合
は
滞
納
し

た
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

一、
.
.

し
"

、
一

ι
"

Ⅱ
"

相
手
や
自
動
車
保
険
会
社
、
警
察
署
な
ど
と
の
接
見

の
機
会
に
、
大
学
の
関
係
者
に
も
立
ち
会
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
依
頼
に
対
し
て
は
、

事
故
の
当
響
は
あ
く
ま
で
、
あ
な
た
個
人
で
あ
り
、

大
学
は
深
者
と
い
う
立
場
で
あ
る
こ
と
。
大
学
に

よ
る
対
応
の
内
容
は
、
交
渉
の
中
で
わ
か
ら
な
い
言

葉
が
使
わ
れ
た
り
、
日
本
の
制
度
に
関
し
て
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
し
た
と
き
に
、
交
渉
を
補
助

、

す
る
こ
と
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
行
い
、

立
ち
会
い
を
約
束
し
た
。

ま
た
、
交
通
事
故
で
の
通
院
は
通
常
の
通
院
と
は

違
い
、
診
断
書
を
発
行
し
て
も
ら
っ
た
り
、
治
療
費

の
支
払
い
を
病
院
側
と
打
ち
合
わ
せ
た
り
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
た
め
、
ア
ド
バ
イ
ス
の
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
た
こ
と
と
、
事
故
の
交
渉
と
は
別
に
、
所
属

大
学
の
留
学
生
担
当
者
と
し
て
、
当
人
の
ケ
ガ
の
程

度
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
初
期
の
通
院

に
も
同
行
し
た
。

実
際
に
、
相
手
方
と
の
接
見
に
大
学
側
の
立
場
と

役
割
を
説
明
し
た
上
で
同
席
し
た
が
、
交
渉
の
折
々

に
、
交
渉
の
内
容
に
関
す
る
若
干
の
補
助
的
な
説
明

な
ど
が
や
は
り
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
関
与
す
る
際
に
は
経
緯
の

記
録
が
大
切
な
の
で
応
接
録
も
作
成
し
た
。

な
お
、
近
年
、
乱
暴
な
乗
り
方
を
す
る
自
転
車
や

オ
ー
ト
バ
イ
の
間
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
事
例
の
留
学
生
も
、
本
人
か
ら
事
情
を
聴
い
た
と

こ
ろ
、
あ
ま
り
感
心
し
な
い
乗
り
方
で
自
転
事
運

転
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
ケ
ガ
を
す
れ
ぱ
、
せ

結
ひ

h
に
つ
い
て

ア
パ
ー
ト
に
関
す
る
問
題
、
子
ど
も
の
保
育
施
設

や
学
校
ヘ
の
隻
子
の
問
題
は
、
全
国
の
大
学
傘
校
)

で
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
本
稿
で
は
省
略
さ
せ
て
ほ
し
い
。

ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
と
し
て
、
交
通
事
故
に
対
応
し

た
事
例
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

自
転
車
で
走
行
中
の
留
学
生
が
自
動
車
に
は
ね
ら

れ
る
と
い
う
交
通
事
故
が
起
き
た
が
、
そ
の
事
故
後

の
処
理
の
こ
と
で
、
留
学
生
か
ら
大
学
側
に
相
駿

寄
せ
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
。
当
人
は
事
故
に
ょ
っ
て

ケ
ガ
を
負
っ
た
が
、
入
院
に
は
至
ら
ず
通
院
に
ょ
る

治
療
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
当
人
か
ら
大
学
側
に

依
頼
が
あ
っ
た
の
は
、
A
後
予
測
さ
れ
る
、
事
故
の

主

留
学
生
か
ら
の
相
談
は
、
一
言
葉
が
十
分
通
じ
な
い
、

金
銭
問
題
や
ト
ラ
プ
ル
に
関
す
る
こ
と
だ
と
対
応
が

厄
介
と
い
う
こ
と
で
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
印
魯
抱
き

や
す
い
。
実
際
、
大
学
(
学
校
)
当
局
は
関
知
せ
ず
、

担
当
の
教
員
や
事
務
職
員
が
、
な
か
ば
個
人
の
資
格

で
腹
を
く
く
つ
て
対
応
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
多

く
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
た
び
た
び
置
か
れ
て
い
て

は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
に
な
る
の
も
や
む
を
乍
侍
な
い
。

私
は
、
こ
の
「
留
学
生
・
対
応
が
大
変
」
と
い
う

印
象
の
正
体
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、
自
分
な
り
に

分
析
し
て
み
ょ
う
と
思
い
立
ち
、
外
国
人
留
学
生
の

受
入
れ
に
関
す
る
大
学
傘
校
)
の
社
会
的
責
任
に

つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
文
章
化
し
て
ま
と
め
る
と

と
も
に
、
留
学
生
と
一
般
学
生
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
見
聞
き
し
た
こ
と
を
基
に
、
丕
元
全
な
が
ら
比
較

表
を
作
成
し
て
み
た
。
「
大
学
の
国
際
戦
略
」
の
検

討
が
花
盛
り
で
あ
る
が
、
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い

る
現
場
の
教
職
員
の
方
々
に
も
、
大
学
食
子
校
)
当

局
の
執
行
部
に
属
す
る
方
々
に
も
、
留
学
生
受
入

れ
」
と
は
何
を
す
る
こ
と
か
を
、
箭
瞰
的
な
視
点
で

考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
、
つ

..

つ
か
く
の
留
学
も
台
無
し
で
あ
る
し
、
自
分
が
加
害

者
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
に
、
異
国
の
地
で
高
額
な

賠
償
を
負
わ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
こ
と
を
自
覚

し
て
、
交
通
ル
ー
ル
を
{
寸
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
も

の
で
あ
る
。

留学
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